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� 序論

任意のウェブページ上にコラボレーション環境

を構築する手法を開発した．本手法は次の機能から

なる．

� 任意のウェブページ上にコメントを付加する

� 他のユーザが付加したコメントを閲覧する

� 他のユーザが付与した質問に対して返信する

� 特定のページあるいは特定のユーザのコメント

を ���配信する

閲 覧 中 の ウ ェ ブ ペ ー ジ に ア ノ テ ー シ ョ
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������ �������� � �! などのシステムでも

提供されている．本論文で提案するシステムは，以

下のような点において，これらの既存のシステムよ

りも優れている．

� 動作環境（オペレーティングシステムやウェブ

ブラウザなど）への制限が緩い（既存のシステ

ムは，特定のブラウザの拡張機能として提供さ

れているものが多い）．

� オンライン教材自体を修正することなしに利

用できる（あらかじめスクリプトを埋め込んだ

ウェブページでしか利用できない従来システム

もある）．

� コラボレーション機能を提供する（既存のシス

テムは，一人で利用することしか想定されてい

ないものが多い）．
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� 提供する機能

本システムが提供する最も基本的な機能は，ウェ

ブページへのコメント付与である．図 � のように，

ユーザは任意のウェブページ上にコメントを付与し

することができる．また，他のユーザが付与したコ

メントを閲覧することもできる．

図 � ウェブページにコメントを付与することができる．

任意のウェブページにコメントを付与する機能は，

図 �のようなユーザ・インタフェースによって提供

される．ウェブページに直接ではなく，新たなレイ

ヤーを生成しているのは，そのページに埋め込まれ

たスクリプトと，本システムのスクリプトの干渉を

避けるためである．

図 � ウェブページ上に生成されるレイヤーの概念図

質問という形式のコメントをウェブページに付加

することもできる．他のユーザのコメントを閲覧で
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きるのと同様に，他のユーザの質問も閲覧すること

ができる．質問の表示パネルには回答機能がある．

回答はサーバに格納されるが，質問者の画面にもリ

アルタイムに表示される．

以上のような機能によって，従来ウェブを用いた

作業（�"#�������など）において必要とされていた

紙のノート（図 ��）と，掲示板システム（図 �	）が

不要になる（図 ��）．

図 � 本システムにより，紙のノート ���

と掲示板 ���が不要になる ���．

� システムの詳細

本システムの基本構成は図 �のようになる．クラ

イアントサイドのスクリプトにより（このスクリプ

トは図 �のレイヤー上にある）閲覧中のウェブペー

ジに，サーバ $���������� ���%��&に格納されたコメ

ントが重ね合わされて，ユーザに提示される．

システムの動作シーケンスは図 � のようになる．

クライアントサイドのスクリプトは '(�) を用いて

実装されているため，本システムに関する通信はす

べて非同期に行われる．そのため，ユーザのウェブ

閲覧操作が，通信によって妨げられることはない．

図 � 本システムの基本構成

script embeded layer

web server annotation serveruser

1. Request a page by URI

3. Request existing annotations

5. Alter an annotation

6. Store the annotation asynchronously

2. Show a layer

7. Hide the layer

4. Check updates of stored data

図 	 本システムの動作シーケンス図

� 結論・今後の課題

任意のウェブページ上で，コメントを書き，質問

スレッドをたてることができるシステムを開発した．

多くのユーザがウェブに書き込むようになったとき

に，有用な情報を効率よく提示する方法，すなわち

集合知の活用法の考案が今後の課題である．
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